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法の開発を試みた。しかし、経口投与した GnRHa の効果は Imp に比べて極めて低い。これを解決する
ため、三つのステップに分けて、以下の研究を実施した。 
一つ目は、コストを削減した GnRHa を大量に経口投与する試みである。従来用いられて来た GnRHa
は、8,100 円/mg と非常に高価格であるため、大量に経口投与するのは非現実的であった。そこで本研
究では、近年普及したペプチド合成サービスを利用し、粗精製ながら 90 円/mg と安価な GnRHa を入手
した。この粗精製 GnRHa をゴマサバおよびスマに経口投与したところ、Imp の 60 倍の投与量(6.0 
mg/kgBW/day)を用いれば、産卵誘発が可能であることが分かった。また、経口投与により誘発された
産卵量は Imp と同等であり、孵化率等の卵質は有意に高くなった。さらに、スマにおいては長期間連


















与区における投与 30 分後の GnRHa 血中量は 45 ng/ml であったが、改変型ペネトラチンでは 101 ng/ml
であり、有意に向上した。さらに、改変型ペネトラチンを産卵誘発に用いたところ、経口投与に必要
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を投与した際と同等であった。 
 ここまでに、経口投与技術を実験により検証してきたが、これらは理論上、併用可能である。本
研究の展望として、実際にクロマグロに対しての本法による産卵誘発実験を実施し、実用的な技術へ
と発展させることを試みる。 
 
 
